
日
本
遺
産
･
世
界
遺
産
＆
ジ
オ
パ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ン

新
宮
市
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1
日
コ
ー
ス

海
の
見
え
る
熊
野
古
道
を
歩
き
、

捕
鯨
の
歴
史
を
宿
す
三
輪
崎
へ

み   

わ  

さ
き

ひ
ろ 

つ
の

　

新
宮
市
街
か
ら
、海
沿
い
に
続
く
熊

野
古
道
高
野
坂
を
越
え
、か
つ
て
の
捕

鯨
拠
点
の
ひ
と
つ
三
輪
崎
を
目
指
す
。

日
本
遺
産
・
世
界
遺
産
・
ジ
オ
パ
ー
ク

と
、み
ど
こ
ろ
満
載
の
コ
ー
ス
だ
。

　

最
初
に
向
か
う
浮
島
の
森
は
、約
５

０
０
０
㎡
の
森
全
体
が
、実
は
沼
地
に

浮
か
ん
で
い
る
と
い
う
不
思
議
ス
ポ
ッ

ト
。市
街
地
に
残
さ
れ
た
寒
暖
両
性
の

貴
重
な
植
物
群
落
は
、国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
は「
寿
司
和
食 

ま
え
田
」で

鮮
度
抜
群
の
地
魚
で
昼
食
を
。
近
く

の「
m
a
f
f
a
b
l
y
」（
↓
Ｐ
22
）

に
も
立
ち
寄
っ
た
ら
、高
野
坂
の
登
り

口（
広
角
側
）へ
。な
お
、こ
の
間
の
ル
ー

ト
は
少
し
わ
か
り
に
く
い
の
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
も
い
い
。ま
た
高
野

坂
を
登
る
前
に
、王
子
ヶ
浜
を
散
策
す

る
の
も
お
す
す
め
。登
り
口
か
ら
並
行

す
る
紀
勢
本
線
の
ガ
ー
ド
を
潜
れ
ば
、

浜
に
出
ら
れ
る
※
。

　

高
野
坂
は
新
宮
か
ら
那
智
山
へ
向

か
う
巡
礼
者
が
た
ど
っ
た
道
。往
時
の

雰
囲
気
を
よ
く
残
し
、世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
。広
角
側
か
ら
少
し

大
自
然
が
造
り
上
げ
た
景
勝
地

孔
島
と
鈴
島
を
散
策

　

坂
を
下
っ
た
ら
、海
沿
い
に
進
ん
で

三
輪
崎
漁
港
へ
。漁
港
の
前
に
は
、ジ
オ

パ
ー
ク
の
孔
島
・
鈴
島
が
浮
か
ん
で
お

り
、ど
ち
ら
も
防
波
堤
伝
い
に
歩
い
て

行
け
る
。鈴
島
は
大
自
然
が
造
り
上

げ
た
複
雑
な
地
形
が
見
も
の
。孔
島
に

は
、三
輪
崎
や
太
地
の
鯨
方
が
奉
納
し

た
法
華
塔
や
石
灯
籠
が
残
っ
て
お
り
、

「
孔
島
厳
島
神
社
の
石
造
物
」と
し
て

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

孔
島
で
は
、夏
に
白
い
花
を
咲
か
せ

る
ハ
マ
ユ
ウ
を
は
じ
め
、約
１
２
０
種
の

植
物
を
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
、鈴
島

に
も
約
60
種
が
群
生
。こ
の
暖
地
性
植

物
群
落
は
新
宮
市
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

小
さ
く
と
も
豊
か
な
自
然
に
包
ま

れ
た
島
を
後
に
し
た
ら
、最
後
に
三
輪

崎
八
幡
神
社
へ
参
ろ
う
。境
内
に
鯨
方

の
太
地
与
一
と
い
う
人
が
奉
納
し
た
石

灯
籠
が
残
っ
て
お
り
、鯨
方
の
信
仰
を

今
に
伝
え
て
い
る
。ま
た「
三
輪
崎
の

鯨
踊
」（
↓
Ｐ
６
）は
、こ
の
神
社
の
例

大
祭
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
だ
。勇
壮
な

古
式
捕
鯨
に
し
ば
し
思
い
を
馳
せ
、三

輪
崎
駅
か
ら
帰
途
に
つ
こ
う
。

登
る
と
王
子
ヶ
浜
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
の
で
小
休
止
。絶
景
を
楽
し

み
、石
畳
が
残
る
道
を
さ
ら
に
進
む
と
、

日
本
遺
産
の「
羽
指
中
建
立
の
石
祠
」

「
鯨
山
見
跡
」が
あ
る
。

Ａコースは所要55分
（太地くじら浜公園ま
では40分）

〝
生
マ
グ
ロ
の
町
〞勝
浦
で
は
、魚
市
場
で
競
り
を
見
学
し
、ミ
ニ
チ
ュ
ア
鯨
舟
の
絵
付
け
を
体
験
。

〝
鯨
の
町
〞太
地
で
は
、風
情
あ
る
漁
師
町
の
町
並
み
を
た
ど
り
、古
式
捕
鯨
の
史
跡
を
訪
ね
る
。潮
風
に
吹
か
れ
て
、の
ん
び
り
歩
こ
う
。

日本
遺産

　新宮市三輪崎　JR三輪崎駅から
徒歩約17分【MAP】P22C2

羽指中建立の石祠
●はざしちゅうこんりゅうのせきし

徒歩で約10分

JR新宮駅

徒歩で約8分

浮島の森

徒歩で約20分

熊野古道 高野坂

徒歩で約20分

寿司和食 まえ田

広角側登り口へ徒歩で約25分

羽指中建立の石祠

鯨山見跡

徒歩で約30分

孔島･鈴島

徒歩すぐ

孔島厳島神社の石造物

鈴島から徒歩で約20分

三輪崎八幡神社の石灯籠

徒歩で約10分

JR三輪崎駅

新
宮
の
町
を
抜
け

熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク

三
輪
崎
の
日
本
遺
産
や

ジ
オ
パ
ー
ク
を
見
学

枯れた植物が堆積して筏
状になり、世にも不思議な
“島”ができたという

※大雨の後などは、ガード下が浸水し、王子ヶ浜に出られない場合があります。

高野坂から見た王子ヶ
浜。高野坂の標高差は
約50m。ウォーキング初
心者でも無理なく歩ける

金
光
稲
荷
神
社
の一
角
に
立

つ
。三
輪
崎
の
鯨
方
の
羽
指

（
鯨
に
銛
を
打
ち
込
む
人
）が

建
立
し
た
も
の
と
い
う

1レトロな建物は国の
登録有形文化財 
2熊野灘の潮風が心地よい
3ペンキ塗りの民家が
連なる町を散策　

三輪崎の鯨方が鯨
を見張った場所。高
野坂を少し外れた
枝道の先にある

こんもり茂る緑に
覆われた孔島。前
には穏やかな海
が広がっている

太
地
与
一の
名
が
刻
ま
れ
た

石
灯
籠
。朱
塗
り
の
鳥
居

が
立
ち
並
ぶ
脇
に
残
る

2

1

●コースチャート

ジオ
パーク
　新宮市三輪崎　JR三輪崎駅から
徒歩約12分【MAP】P22C2

孔島･鈴島
●くしま･すずしま

ジオ
パーク
　0735-21-0474　新宮市浮島3-38　JR
新宮駅から徒歩約5分　9時～17時（12～2月
は～16時）　無休　大人110円、子ども（6～
11歳）50円【MAP】P22C1

浮島の森
●うきしまのもり

世界
遺産

ジオ
パーク

　新宮市三輪崎　広角側
登り口はJR新宮駅から車で
約15分。三輪崎側登り口は
JR三輪崎駅から徒歩約7分
【MAP】P22C2

熊野古道 
高野坂
●くまのこどうこうやざか 

鮮度抜群の地魚が味わえる

寿司和食 まえ田
●すしわしょく まえだ

くじらの
竜田揚げ
1375円

日本
遺産
　新宮市三輪崎　JR三輪崎駅から
徒歩約20分【MAP】 P22C2

鯨山見跡
●くじらやまみあと

日本
遺産

　新宮市三輪崎
　JR三輪崎駅から徒歩約20分
【MAP】P22C2

孔島厳島神社の
石造物
●くしまいつくしまじんじゃの
せきぞうぶつ

日本
遺産

　新宮市三輪崎
　JR三輪崎駅から徒歩約10分
【MAP】 P22B2

三輪崎八幡神社の
石灯籠
●みわさきはちまんじんじゃのいしとうろう

三輪崎漁港の一角
には天然温泉の足
湯があり、ウォーキン
グの際の足休めに
ぴったり。無料、10
時～16時　火曜・
悪天候時
【MAP】P22C2

足湯でゆったり

往
時
の
面
影
を
残
す
古
道
沿

い
で
は
石
仏
も
見
ら
れ
る

熊
野
地
方
の
中
心
都
市
・
新
宮
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

み
ど
こ
ろ
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
も
う
。世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
熊
野
古
道
高
野
坂
を
越
え
る
と
、

捕
鯨
基
地
と
し
て
栄
え
た
三
輪
崎
へ
至
る
。

鈴島では大自然の
営みに驚かされる

　 0735 -23 - 2057　新宮市橋本
2-10-30　JR新宮駅から徒歩約25分
　11時～14時、17時～21時（日曜日の
み20時30分LO）　月曜（祝日の場合は
変更）【MAP】P22C1

生まぐろ、くじらなどの自慢の一品料理
や、新宮、宇久井など地元漁港で水揚げ
される鮮度抜群の地魚が味わえます。

19 18


	鯨改訂P001-024.indd

